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春らんまんフェスタ（ピエロアキオショー）

● 節電対策特集

● 後期高齢者医療被保険者証の送付について

● 新教育委員長に斉藤賢一氏、新教育長に三原一夫氏

● 住民票写しなどの登録型本人通知制度の開始

● 自主防災組織の結成について

77月号の主な内容月号の主な内容

〈平成24年6月1日現在〉

●人口 …… 19,837人（前年比－3人）

　　　　　　  男 …

　　　　　　  女 …

●世帯数 … 7,211世帯（前年比＋16世帯）

9,557人

10,280人
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東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
、
原
子
力

発
電
所
の
運
転
が
停
止
し
、
こ
の
夏
は
前
例

の
な
い
電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
力
需
要
が
供
給
を
超
え
て
し
ま
う
と
、
予

期
せ
ぬ
停
電
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
生
活
や
生
産
活
動
へ
の

影
響
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に

は
、
家
庭
や
職
場
で
、
節
電
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
家
庭
で
で
き
る
節
電
対
策
を
中

心
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
停
電
を
回
避
し
、

日
々
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
を
守
る
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
節
電
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
家
電
製
品
の
使
い
方
の
見
直
し
を

　
家
庭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
電
気
製
品
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
を
見
直
し
て
、

使
用
電
力
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
消
費
電
力

の
大
き
い
電
気
製
品
は
、
使
用
す
る
時
間
帯

に
も
気
を
つ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
ピ
ー
ク
の
時
間
帯
（
朝
９
時
〜
夜
８

時
）
を
避
け
て
、
電
気
製
品
を
上
手
に
使
う

た
め
、
１
日
の
家
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
事
前

に
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
洗
濯
機
・
洗
濯

乾
燥
機
、
食
器
洗
い
乾
燥
機
、
掃
除
機
、
ド

ラ
イ
ヤ
ー
、
炊
飯
器
、
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど

は
、
短
時
間
の
使
用
で
も
消
費
電
力
が
高
い

電
気
製
品
で
す
。
日
中
は
こ
れ
ら
の
使
用
を

で
き
る
だ
け
避
け
て
、
早
朝
ま
た
は
夜
８
時

以
降
に
使
う
よ
う
家
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立

て
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
使
っ
て
い
な
い
と
き
で
も
電
力
を

使
う
「
待
機
時
消
費
電
力
」
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
待
機
電
力
消
費
は
通
常
の
電
力
消

費
の
１
〜
２
割
を
占
め
ま
す
。
長
時
間
使
わ

な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜

き
、
待
機
時
消
費
電
力
を
極
力
カ
ッ
ト
し
ま

し
ょ
う
。

・
冷
房
時
の
室
温
は
28
℃
を
目
安
に
す
る

・
フ
ィ
ル
タ
ー
を
定
期
的
に
掃
除
す
る

　
（
２
週
間
に
１
回
程
度
）

・
「
す
だ
れ
」
や
「
よ
し
ず
」
な
ど
で
窓
か

ら
の
日
差
し
を
避
け
る

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
エ
ア
コ
ン
を
消
し

て
、
扇
風
機
を
使
う

※
除
湿
運
転
は
冷
房
運
転
よ
り
、
電
力
消
費
が

増
加
す
る
の
で
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う

・
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」
か
ら
「
中
」
に

変
え
る

・
扉
を
開
け
る
回
数
時
間
を
で
き
る
だ
け
減

ら
す

・
食
品
を
つ
め
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る
（
冷

気
の
循
環
が
よ
く
な
る
）

・
庫
内
に
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
つ
け
る

（
冷
気
が
逃
げ
る
の
を
防
ぐ
）

・
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
入
れ
る

・
壁
か
ら
適
度
な
隙
間
を
あ
け
て
設
置
す
る

・
不
要
な
と
き
は
消
す

・
長
時
間
見
な
い
と
き

　
は
主
電
源
を
オ
フ
に

・
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に

　
設
定
す
る

・
画
面
の
輝
度
や

　
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

　
下
げ
る

・
日
中
の
明
る
い
時
間
は
照
明
を
消
し
、
夜

間
も
必
要
な
場
所
以
外
の
照
明
を
で
き
る

だ
け
消
す
よ
う
に
す
る

・
白
熱
電
球
は
消
費
電
力
が
少
な
い
電
球
形

蛍
光
ラ
ン
プ
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
交
換
す
る

　
な
ど
、
今
回
の
節
電
対
策
で
挙
げ
た
も
の

は
以
上
で
す
が
、
リ
ビ
ン
グ
や
キ
ッ
チ
ン
、

お
風
呂
や
ト
イ
レ
な
ど
、
様
々
な
場
所
で
節

電
は
行
え
ま
す
。
自
分
な
り
の
節
電
対
策
を

見
つ
け
、
こ
の
「
節
電
の
夏
」
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

●
過
度
な
節
電
に
よ
る
熱
中
症
に
ご
注
意

　
エ
ア
コ
ン
の
控
え
す
ぎ
な
ど
の
節
電
対
策

に
よ
っ
て
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
涼
し
い
衣
服
を
着
た
り
、
十

分
に
水
分
を
摂
取
し
た
り
し
た
う
え
で
節
電

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
高
齢
者
や
小
さ
な
子
ど
も
は
、
熱
中

症
に
な
り
や
す
い
た
め
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
も
し
、
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
我
慢
せ
ず
に
エ
ア
コ
ン
を
使
い
、
飲

め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
少
し
ず
つ
水
分
を
補
給

し
ま
し
ょ
う
。
自
分
で
水
が
飲
む
こ
と
が
で

き
な
い
、
脱
力
感
や
倦
怠
感
が
強
く
動
け
な

い
、
全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る
な
ど
の
症
状

の
場
合
は
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
過
度
な
節
電
で
体
調
を
崩
し
て
は
元
も
子

も
あ
り
ま
せ
ん
。
無
理
せ
ず
、
計
画
的
に
節

電
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

節
電
特
集夏

の
電
力
不
足
に
向
け
、

家
庭
で
で
き
る
節
電
対
策
を

　
　
　
　
　
　
紹
介
し
ま
す

主
な
家
電
機
器
別
節
電
対
策

1
．
エ
ア
コ
ン

2
．
冷
蔵
庫

3
．
テ
レ
ビ

4
．
照
明
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登
録
型
本
人
通
知
制
度
、
外
国
人
住
民
基
本
台
帳
法

●本人通知制度とは
　本人通知制度とは、戸籍謄本や本籍の記載している

住民票の写しなどを本人の代理人や第三者に交付した

時に、その交付した事実を事前に登録をしている方に

通知する制度です。

●なぜこの制度ができたのでしょうか？
　近年、調査会社の依頼を受けて戸籍や住民票の写し

を不正取得し、その情報を売買していた事件が発生し

ています。そして戸籍謄本・抄本や住民票の写しなど

から、現住所や家族構成、年齢や本籍地などの個人情

報を得て、脅迫や嫌がらせなどに悪用されることが現

実に起こっています。こうした個人情報の不正使用を

防止するために、この制度が導入されました。

●制度実施による効果は？
　この制度を利用することによって、誰かが自分の個

人情報を取得したことが分かれば、不正取得の早期発

見につながり、事実関係の早期究明が期待できます。

また、不正が発覚する

可能性が高まるため、

戸籍謄本などの不正請

求を抑止する効果も期

待できることから、不

必要な身元調査や犯罪

の未然防止にもつなが

ると考えられます。

住民生活課からのお知らせ

登録型本人通知制度が始まります
（まんのう町住民票の写し等の第三者交付に係る本人通知制度）

【問い合わせ先】蕁（73）0101

●登録型本人通知制度をご利用ください
　本制度を利用する場合には、下記のとおり事前登録

が必要です。

１．登録開始日　７月２日（月）

２．登録対象者

まんのう町において

・住民登録がある方（過去にあった方）

・本籍がある方（過去にあった方）

３．登録方法

　『まんのう町本人通知制度登録申込書』を住民

生活課に提出してください。様式は、まんのう町

ホームページでもダウンロードできます。

　　【登録に必要なもの】
・本人確認書類（運転免許証や健康保険証など）

・法定代理人の方（戸籍謄本や法定代理人の資格

を証する登録事項証明書など）

・法定代理人以外の代理人の方（委任状）

４．登録の有効期限

　　登録者名簿に登録した日から３年間

　法改正に伴い、平成24年７月９日から新たな在留管理制度が始まり、外国人住民の皆さんにも日本人と同

じく住民基本台帳法が適用されます。

　主な変更点は次のとおりです。

●外国人住民の方にも住民票が作成されます。
　日本人と外国人とで構成される世帯の全員が記載された「住民票の写し」などが発行可能です。（これま

での「登録原票記載事項証明書」は発行できなくなります。）

●外国人住民の方も転出届が必要になります。
　今までは、住所変更の際に、旧住所地における手続きは不要でしたが、７月９日以降は日本人と同様に、

旧住所地で転出証明書の交付を受けた後、新住所地で転入の手続きをする必要があります。まんのう町内で

の転居や、国外への転出の場合も届出が必要です。

　なお、住所変更に伴う届出の際は、「在留カード」または「特別永住者証明書」（旧：外国人登録証明

書）を必ずご持参のうえ、本庁までお越しください。

外国人住民に関する制度が変わります！《7月9日スタート》

戸籍謄本・住民票の写し等
請求者

ご本人
（登録者）

事前登録

本人通知

住民票の写し等の
交付請求

請求書等審査
のうえ交付

ま
ん
の
う
町

住
民
生
活
課

本人の代理人・
または第三者の場合
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
自
主
防
災
組
織

　
年
間
の
保
険
料
は
、
お
お
む
ね
２
年
間
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
が
賄
え
る

よ
う
に
、
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
定
め
た
保
険
料
率
を
基
に
算

定
さ
れ
、
被
保
険
者
全
員
が
個
々

に
納
め
ま
す
。

　
そ
の
保
険
料
は
、
被
保
険
者
が

等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
、
被
保
険
者
の
平
成
23
年
中
の

所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
「
所
得
割

額
」
の
合
計
額
（
１
０
０
円
未
満

の
端
数
は
切
り
捨
て
。
上
限
額
は
55
万

円
。
）
と
な
り
ま
す
＝
左
図
参
照
。

　
軽
減
基
準
所

得
額
（
同
一
世

帯
内
の
被
保
険

者
お
よ
び
世
帯

主
の
総
所
得
金

額
等
の
合
計

額
）
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、

均
等
割
額
が
９

割
、
８
・
５

割
、
５
割
、
２

割
の
い
ず
れ
か

の
割
合
で
軽
減

さ
れ
ま
す
＝
上

表
参
照
。

　
な
お
、
後
期

高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
す
る

前
日
ま
で
、
被

用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ

た
方
は
、
所
得

割
額
の
負
担
は

な
く
、
均
等
割

額
が
９
割
軽
減
、
す
な
わ
ち
、
年
間
保
険
料

は
４
、
７
０
０
円
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
４
月
、
６
月
、
８
月
か
ら
年
金
天
引
き
が

開
始
さ
れ
る
方
を
除
き
、
少
な
く
と
も
第
１

期
か
ら
第
３
期
ま
で
は
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
納
付
書
で
納
め
る
方
に
は
、
７
月
10
日
以

降
に
『
黄
色
の
封
筒
』
で
、
平
成
24
年
度
の

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
表
示

付
き
の
被
保
険
者
証
ケ
ー
ス
を
同
封
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
指
定

金
融
機
関
に
口
座
振
替
の
申
込
用
紙
（
預
貯

金
口
座
振
替
依
頼
書
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

通
知
書
、
預
金
通
帳
、
届
け
出
印
を
ご
持
参

の
上
、
金
融
機
関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
他
の
税
金
で
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い

る
方
も
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
お
申
し
込
み
の
時
期
に
よ
っ
て

は
、
希
望
し
た
納
期
か
ら
の
口
座
振
替
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
４

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
電
話

の
不
通
、
交
通
網
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸

断
、
同
時
に
多
数
の
被
害
が
発
生
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
町
や
警
察
、
消
防
な
ど
防
災
関

係
機
関
の
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
被
害
の
防
止
・
軽
減

を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力

し
あ
っ
て
、
自
主
的
に
出
火
防
止
、
初
期
消

火
、
被
災
者
の
救
出
救
護
、
避
難
・
誘
導
な

ど
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
住
民
の
隣
保
共
同
の
精
神
に
基

づ
い
て
、
自
主
的
に
結
成
す
る
組
織
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
防
災
活
動
を

実
施
す
る
組
織
に
し
、
「
ま
ん
の
う
町
自
主

防
災
組
織
育
成
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
に

基
づ
き
、
防
災
資
機
材
の
整
備
及
び
防
災
訓

練
な
ど
の
活
動
に
要
し
た
経
費
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
０

7
月
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
が
届
い
た
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
必
ず
「
金
額
」
と
「
納
付
方
法
」
の
ご
確
認
を

保
険
料
の
算
定
方
法
は
？

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
に
は
、

「
均
等
割
額
」
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

納
付
方
法
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
に
は
、

　
　
　
口
座
振
替
の
手
続
き
を

自
主
防
災
組
織
を

自
主
防
災
組
織
を

　
　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

災害による被害を未然に、
また、最小限に防ぐために、
皆さんの地域でも、積極的な
組織づくりをお願いします。

自
主
防
災
組
織
を

　
　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

保険料算定方法

＋

均等割額

47,200円

所得割額

所得割率

算定対象所得 8.81％×

※算定対象所得＝平成23年中の総所得金額等－基礎控除額（33万円）
※算定対象所得が58万円以下の方は、所得割額が5割軽減

均等割額の軽減措置

軽減割合 均等割額

9割軽減 4,720円

8.5割軽減 7,080円

5割軽減 23,600円

2割軽減

33万円以下かつ
被保険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得がない）

33万円以下

33万円
＋（24.5万円×被保険者である世帯主を除く被保険者数）以下

33万円＋（35万円×被保険者数）以下37,760円

軽減基準所得額
※年金収入がある場合は、軽減判定の特例として、さらに15万円を控除。
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

　
利
用
者
か
ら
要
望
の
多
い
琴
南
便
の
仲
南

地
区
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
、
ま
ん
の
う
町
地

域
公
共
交
通
協
議
会
に
お
い
て
検
討
し
、
手

続
き
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
６
月
１
日
か

ら
次
の
乗
降
場
所
を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
琴
南
便
乗
降
場
所

　
永
生
病
院
・
西
村
ジ
ョ
イ

　
（
月
・
水
・
金
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー

　
蕁
（
５
８
）
８
０
８
０

自
主
防
災
組
織
を

　
　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
琴
南
便
の

　
　
乗
降
場
所
を
追
加
し
ま
し
た

　香川県後期高齢者医療広域連合では、被保険者証の有効期間を原則、毎年８月１日から７月31日までの１年間と

定めています。現在、被保険者の皆様がお持ちの被保険者証は、７月末で有効期限が満了となります。

　そのため、８月からご使用いただく新たな被保険者証を被保険者１人に１枚ずつ『特定記録郵便』で7月18日以降
『黄色の封筒』でお届けします。（記載内容は、６月29日のデータを基に香川県下一括で作成されています。その
後に変更のあった方は、別色の封筒でお届けいたします。）

　　カードサイズで色は、『黄色で左右の端に橙色のライン』です。紛失等には十分ご注意ください。

　　※　宛名等を記載している台紙から、被保険者証部分をはがし取ってご使用ください。

　　主な変更点
　　【表面】

　　・両端が水色から橙色に変更

被保険者証等を受け取ったら
　被保険者証等に記載されている内容に間違いがないか確認してください。記載内容に相違がある場合は、お手数

ですが、まんのう町福祉保険課へお申し出ください。）

有効期限の切れた被保険者証の返還
　現在お持ちの被保険者証は、８月１日以降使用できませんので、まんのう町福祉保険課または、各支所・出張所

までお返しください。

【問い合わせ先】
　福祉保険課　蕁（73）0124

　または　香川県後期高齢者医療広域連合事務局　蕁 087（811）1866

被保険者証

■
平
日
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
運
行
。

　
（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。
）

■
予
約
受
付

　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。
）

　
利
用
し
た
い
便
の
出
発
30
分
前
ま
で
に

　
予
約
を
。
午
前
８
時
に
出
発
す
る
第
１

　
便
は
前
日
の
午
後
４
時
30
分
ま
で
に
。

　
1
週
間
前
か
ら
予
約
可
能
。

■
行
き
先
は
、
町
内
の
個
人
宅
以
外
。

■
事
前
登
録
（
無
料
）
が
必
要
。

　
役
場
本
庁
、
各
支
所
、
美
合
出
張
所
、

　
商
工
会
の
い
ず
れ
か
に
提
出
。

■
利
用
料
金
は
1
回
に
つ
き

　
３
０
０
円
の
乗
車
券
か

　
共
通
パ
ス
券
（
１
ヶ
月
３
、
０
０
０
円
）

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
案
内

後期高齢者医療被保険者証の送付について

見 本
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子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　平成21年度から国の事業に基づき一定年齢に達した女性（５歳刻みで絞り込み）を対象に、子宮頸がん・乳がん検診

が無料で受けられるクーポン券を配布しています。

　今年度、該当する方には６月下旬までに無料クーポン券をお送りしています。（人間ドックを申込の方、今年度6月
末までに子宮頸がん・乳がん検診を受診された方を除きます。）
　子宮頸がん・乳がん検診の受診間隔は医学的に２年に１回が推奨されていますが、無料クーポン券での受診は、従来
町が実施している隔年検診の受診間隔には影響しないものとして取り扱いますので、来年度も受診できます。
　自分の健康状態を確認し、子宮頸がん・乳がん検診を早期に発見する意味でも、定期的に受けるようにしましょう。

子宮頸がん・乳がん検診を子宮頸がん・乳がん検診を
受診しましょう受診しましょう
無料クーポン券を配布します

実　施　期　間 平成24年7月1日～平成25年1月31日

実　施　場　所 町実施の集団検診または町指定の医療機関

健康保険証、がん検診無料クーポン券

自己負担金　無料

無料クーポン券対象者

持　　参　　品

検　診　料　金

（※詳しくは案内文章を参照のこと）

※人間ドックの申し込みをされている方は、後日、ドックのご案内と一緒にお送りします。

・町指定の医療機関（7月～1月）…6月下旬までに「がん検診受診券」をお送りします
・町実施の集団検診（10～12月）…検診日の2週間前に「がん検診問診票」をお送りします

クーポン券対象者以外で、今年度の隔年検診で子宮頸がん・乳がん検診の申し込みをされている方

申込みをされていない方で受診を希望される場合は健康増進課までご連絡ください。

【問い合わせ先】健康増進課　蕁（73）0126

（※休診日を除く）

昭和46（1971）年4月2日　～　昭和47（1972）年4月1日

昭和41（1966）年4月2日　～　昭和42（1967）年4月1日

昭和36（1961）年4月2日　～　昭和37（1962）年4月1日

昭和31（1956）年4月2日　～　昭和32（1957）年4月1日

昭和26（1951）年4月2日　～　昭和27（1952）年4月1日

平成 3 （1991）年4月2日　～　平成 4 （1992）年4月1日

昭和61（1986）年4月2日　～　昭和62（1987）年4月1日

昭和56（1981）年4月2日　～　昭和57（1982）年4月1日

昭和51（1976）年4月2日　～　昭和52（1977）年4月1日

昭和46（1971）年4月2日　～　昭和47（1972）年4月1日

●乳がん検診（検診方法：視触診およびマンモグラフィー検診）
生　年　月　日

●子宮頸がん検診
生　年　月　日

子宮頸がん・乳がん検診を
受診しましょう
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教
育
委
員
長
・
教
育
長
・
ま
ん
フ
ェ
ス
・
行
政
放
送
・
下
水
道
・
献
血
・
宝
く
じ

　
現
在
の
行
政
放
送
告
知
機
を
使
っ
た
役
場

か
ら
の
お
知
ら
せ
放
送
も
４
年
目
に
突
入
し

ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
告
知
機
の
利
用
も

４
年
目
と
な
り
ま
す
。
告
知
機
の
調
子
は
い

か
が
で
す
か
。
放
送
は
ち
ゃ
ん
と
聞
こ
え
て

い
ま
す
か
。
電
池
が
切
れ
て
、
本
体
右
下
に

あ
る
青
色
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
普
段
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
の
電
気
で
放
送
が

流
れ
て
い
ま
す
が
、
停
電
な
ど
に
よ
り
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
電
気
が
供
給
さ
せ
な
い
と
電
池
の

電
力
を
消
費
し
ま
す
。
ま
た
、
使
用
し
な
く
て

も
長
期
間
経
つ
と
自
然
放
電
し
て
十
分
な
電

力
量
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
も
し
も
の
と
き
で
も
大
切
な
情
報
が
届
く

よ
う
、
年
に
一
度
は
電
池
の
液
も
れ
や
残
量

確
認
又
は
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。
点
滅
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、
電
池
の
交
換
時
期

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
政
策
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
６

　
四
條
、
吉
野
下
、
岸
上
、
買
田
地
区
の
一

部
地
域
で
供
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
公
共
下
水

道
に
お
い
て
、
異
物
が
流
入
し
て
ポ
ン
プ
等

の
設
備
が
故
障
し
た
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　
使
用
さ
れ
る
際
は
、
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
等
の

異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
土
地
改
良
課
下
水
道
係

　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
７

　
７
月
20
日
（
金
）
に
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
皆
様
の
善
意
を
生
か
し
、
安
全
な

輸
血
を
行
う
た
め
、
４
０
０
裨
献
血
の
み
の

実
施
と
な
り
ま
す
。

★
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
事
務
所
前

　
（
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

★
ま
ん
の
う
町
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー

　
（
13
時
〜
16
時
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
増
進
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
２
６

まんのう町教育長

三原　一夫 氏
まんのう町教育委員長

斉藤　賢一 氏

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

毎
日
の
行
政
放
送
は

聞
こ
え
て
い
ま
す
か
？

公
共
下
水
道
を

使
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

　本町で教育長を務めてこられた北山正道教育長が、

5月12日、任期満了に伴い勇退されました。

　それにより5月14日に開かれた平成24年まんのう町

第5回臨時教育委員会において、教育委員長、教育長

の選任が行われ、教育委員長に斉藤賢一氏（買田）、

教育長に三原一夫氏（吉野）が選任されました。【問い合わせ先】
　まんのうフェスティバル実行委員会事務局

　（産業経済課内）蕁（73）0105

（カラオケ大会のみ）

※8月4日が雨天中止の場合は8月5日に順延。カラオケ大会は
　8月5日のまま。
※イベント内容などの詳しいことは来月号でお知らせします。

子宮頸がん・乳がん検診を
受診しましょう
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
・
シ
ル
バ
ー
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　
あ
な
た
が
使
っ
た
お
薬
を
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
（
後
発
）
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
と
節
約

で
き
る
金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
黄
色
の
封
筒
に
入
れ
た
お
知
ら
せ
を
お
送

り
す
る
の
で
、
節
約
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
今
年
４
月
の
国
保
の
保
険
証
の
更

新
時
に
同
封
し
た
保
険
証
ケ
ー
ス
も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
通
知
の
対
象
者
】

・
国
保
の
被
保
険
者

・
20
歳
以
上

・
軽
減
見
込
み
額
が
一
薬
剤
1
0
0
円
以
上

　
（
平
成
24
年
３
月
調
剤
分
か
ら
）

※
た
だ
し
、
特
定
疾
病
の
公
費
対
象
者
は
除

く
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
　
　
　
（
後
発
医
薬
品
）
と
は
…

　
最
初
に
作
ら
れ
た
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の

特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
、
先
発
医

薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効
果

を
持
つ
薬
で
、
先
発
医
薬
品
よ
り
も
安
価
で

す
。
た
だ
し
、
治
療
方
針
等
に
よ
っ
て
は
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
医
師
、
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
保
険
課

　
蕁
（
7
3
）
0
1
2
4

　
『
生
涯
現
役
』
を
目
指
し
て
、
健
康
の
た

め
身
体
を
動
か
し
、
趣
味
の
同
好
会
で
仲
間

づ
く
り
。
各
種
講
習
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所
　
善
通
寺
市
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
　
　
（
善
通
寺
市
生
野
町
７
８
３
番
地
１
）

▼
対
象
者

　
昭
和
28
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

▼
そ
の
他

持
参
し
て
い
た
だ
く
物
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
・
社
）
仲
善
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
ま
ん
の
う
地
区
セ
ン
タ
ー

　
蕁
（
7
9
）
３
９
１
１

換
金
困
難
な
外
国
通
貨

　
「
業
者
か
ら
水
色
の
封
筒
で
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
通
貨
購
入
の
申
込
書
が
届
い
た
。
そ

の
後
、
別
の
業
者
か
ら
『
水
色
の
封
筒
が
届

い
て
い
な
い
か
。
個
人
し
か
買
え
な
い
の

で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
通
貨
を
代
わ
り
に

買
っ
て
欲
し
い
。
買
え
ば
高
く
買
い
取
る
』

と
何
度
も
電
話
が
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
」
や
「
ス
ー
ダ
ン

ポ
ン
ド
」
ベ
ト
ナ
ム
の
通
貨
「
ド
ン
」
な
ど

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
な
ど
を
狙
っ
て
「
今
買
え
ば
必
ず

も
う
か
る
」
な
ど
と
勧
誘
し
て
き
ま
す
が
、

こ
う
し
た
通
貨
の
日
本
円
へ
の
換
金
は
極
め

て
困
難
で
す
。
安
易
に
話
を
信
じ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

敷
金
返
還
の
ト
ラ
ブ
ル

　
「
賃
貸
住
宅
を
退
去
し
た
が
、
敷
金
が
返

金
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
修
繕
費
15
万
円
を
請
求

さ
れ
た
」
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
借
り
主
に
は
建
物
の
原
状
回
復
義
務
が
あ

り
ま
す
が
、
通
常
の
使
用
で
生
じ
た
損
耗
の

修
繕
費
を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
退
去
時
に
は
で
き
る
限
り
家
主
、
管
理
会

社
、
仲
介
業
者
等
の
立
会
い
の
下
で
現
状
を

確
認
し
、
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
家
主
側
か
ら
原
状
回
復
費
用
の
総
額
だ

け
を
言
わ
れ
た
と
き
は
、
修
繕
費
の
明
細
を

記
録
し
た
見
積
書
や
請
求
書
、
敷
金
精
算
書

等
を
出
し
て
も
ら
い
、
内
容
を
よ
く
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

多
重
債
務
に
注
意

　
「
借
金
返
済
の
た
め
に
さ
ら
に
借
金
を
し

て
、
雪
だ
る
ま
式
に
借
金
が
増
え
て
い
く
状

態
を
『
多
重
債
務
』
と
呼
び
ま
す
。

　
ヤ
ミ
金
融
な
ど
が
多
重
債
務
者
を
狙
っ
て

現
金
を
貸
し
付
け
る
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
金
利
を
再
計
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債

務
が
圧
縮
で
き
た
り
、
「
過
払
い
」
と
言
っ

て
金
利
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
、
取
り

戻
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
借
金
の
解
決
策
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
返
済

が
気
に
な
っ
て
体
調
を
崩
し
た
り
、
ヤ
ミ
金

融
か
ら
金
を
借
り
る
こ
と
を
考
え
る
前
に
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
先
】

　
香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
７
（
８
３
３
）
０
９
９
９

【
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
専
用
相
談
先
】

　
蕁
０
８
７
（
８
３
４
）
０
０
０
８

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
は
ご
注
意
を
！

KOTONAMI Summer Camp 2012

保険証ケース

お
薬
代
の
節
約
の
た
め
に

お
薬
代
の
節
約
の
た
め
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

お
薬
代
の
節
約
の
た
め
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

シ
ル
バ
ー
会
員
の
入
会
説
明
会
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国
際
交
流
会
イ
ベ
ン
ト
・
叙
勲
・
表
彰
・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
日
本
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
『
南
京
町
』

で
、
中
国
の
秋
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
中
秋
節

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
有
名
店
で
中
華

料
理
や
中
国
茶
を
味
わ
え
る
ほ
か
、
南
京
町

に
暮
ら
す
華
僑
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
日
本
に
い
な
が
ら
、
中
国
文
化
を
五

感
で
感
じ
ま
し
ょ
う
。

▼
旅
行
日
　
９
月
30
日
（
日
）

▼
場
所
　
神
戸
市
中
央
区
（
南
京
町
）

▼
最
少
催
行
人
数
　
20
名

▼
参
加
費
　
９
、
９
０
０
円

▼
申
し
込
み
締
切
　
8
月
31
日
（
金
）

▼
行
程

　
ま
ん
の
う
町
役
場
出
発
（
午
前
７
時
）
↓

　
関
帝
廟
（
※
敷
地
内
ガ
イ
ド
付
き
）
↓

　
神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館

　
　
　
　
　
（
※
館
内
ガ
イ
ド
付
き
）
↓

　
昼
食
（
雅
苑
酒
家
に
て
２
、
１
０
０
円
の

　
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
料
理
）
↓

　
南
京
町
中
秋
節
イ
ベ
ン
ト
・
自
由
散
策
↓

　
休
憩
（
椿
茶
藝
館
に
て
中
国
茶
試
飲
）
↓

　
ま
ん
の
う
町
到
着
（
午
後
７
時
）

　
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
花
火
、
竹
飯
作
り
、
川

遊
び
。
夏
な
ら
で
は
の
野
外
活
動
を

通
し
て
、
外
国
人
の
友
達
と
一
緒
に

琴
南
の
夏
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時

　
７
月
15
日
（
日
）

　
午
後
２
時
〜
９
時

※
送
迎
を
希
望
す
る
人
は
、
ま
ん
の

う
町
役
場
に
午
後
１
時
30
分
に
集

合
▼
場
所

　
こ
と
な
み
土
器
ど
き
ひ
ろ
ば

▼
参
加
費

　
大
人
　
　
　
　
１
、
５
０
０
円

　
中
学
生
以
上
　
１
、
０
０
０
円

　
小
学
生
　
　
　
　
　
５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
募
集
人
数
　
40
人

　
（
外
国
人
20
人
、
日
本
人
20
人
）

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会

　
蕁
（
7
5
）
０
２
０
０

　
（
か
り
ん
会
館
内
・
水
曜
休
館
）

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
昭
和
26

年
に
始
ま
り
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
犯
罪
や
非
行
に

陥
っ
た
人
た
ち
の
更
生
を
助
け
る
た
め
に

は
、
本
人
の
意
欲
と
併
せ
、
本
人
を
取
り
巻

く
地
域
社
会
の
理
解
と
参
加
が
必
要
で
す
。

　
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
も
、
仲
多
度
地
区
保

護
司
会
、
仲
多
度
郡
厚
生
保
護
女
性
会
の
協
力

の
も
と
、
強
調
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

国
際
交
流
協
会
イ
ベ
ン
ト
情
報

KOTONAMI Summer Camp 2012KOTONAMI Summer Camp 2012KOTONAMI Summer Camp 2012

7
月
は
第
62
回
『
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
強
調
月
間
で
す
。

【運輸行政事務功労】
　　大平　　豊さん（吉　野）

【社会福祉功労】
　　大窪トシヱさん（七　箇）
　　高尾　正明さん（吉野下）

【消防功労】
　　湊　　闍春さん（川　東）

【精績章】
　　内海　重正さん（吉野下）
【勤続章】
　　横田　和夫さん（七　箇）
　　澤田　　悟さん（中　通）
　　鈴木　　隆さん（七　箇）
　　和泉　博美さん（塩　入）
　　闍嶋　一博さん（真　野）
　　宮下　久男さん（勝　浦）
　　中川　久顴さん（造　田）
　　大野　和保さん（川　東）

【永年勤続功労章】
　　澤田　　悟さん
　　鈴木　　隆さん
　　和泉　博美さん
　　宮下　久男さん

【功績章】
　　神藤　保義さん（川　東）
　　下岡　明博さん（川　東）
【功労章】
　　小笠原　覚さん（造　田）
　　増田　　稔さん（山　脇）
　　藤丸　武則さん（炭所西）
　　三井　正樹さん（七　箇）
【勤続章】
　　小野　賢一さん（買　田）
　　平田　政人さん（佐　文）
　　西井　英勝さん（宮　田）
　　森藤　道広さん（七　箇）
　　丸井　　忠さん（真　野）
　　小西　　泉さん（中　通）

平成23年

消防功労者表彰

平成24年

春の叙勲
瑞宝小綬章

瑞宝双光章

瑞宝単光章

香川県知事表彰

香川県消防協会長表彰

日本消防協会会長表彰

お
薬
代
の
節
約
の
た
め
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

〜
中
秋
節
と
華
僑
の
歴
史
を
学
ぶ
旅
〜

ま
ん
の
う
町

国
際
交
流
協
会
町
民
研
修
旅
行
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国
民
年
金
・
全
国
安
全
週
間
・
食
育
だ
よ
り

　
自
営
業
や
フ
リ
ー
で
働
く
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
の
方
が
、
国
民
年
金
の
「
上
乗

せ
」
年
金
と
し
て
加
入
で
き
る
公
的
な
年
金

制
度
と
し
て
平
成
３
年
に
誕
生
し
た
の
が
国

民
年
金
基
金
で
す
。

　
会
社
勤
め
の
方
は
国
民
年
金
と
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
自
営
業
や
フ
リ
ー

で
働
く
人
が
加
入
し
て
い
る
の
は
国
民
年
金

だ
け
。
将
来
受
け
取
る
年
金
に
「
差
」
が
出

る
の
は
明
ら
か
で
す
。

　
自
営
業
や
フ
リ
ー
で
働
く
人
は
、
足
り
な

い
分
を
自
分
た
ち
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
年
金
基
金
は
、
こ
の
「
差
」

を
解
消
す
る
た
め
に
で
き
た
制
度
で
、
民
間

の
個
人
年
金
や
貯
蓄
に
は
な
い
「
公
的
」
な

制
度
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
す
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
、
農
業
者
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
加
入
で
き
ま
せ

ん
。

・
終
身
年
金
で
生
涯
安
心
！
し
か
も
、
公
的

年
金
だ
か
ら
掛
金
が
お
得
！

・
掛
金
は
ず
っ
と
変
わ
り
ま
せ
ん
！

・
自
分
流
の
年
金
設
計
を
！

・
万
が
一
の
と
き
は
家
族
に
一
時
金
！

・
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
あ
り
！

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
た
場

合
、
そ
の
未
納
と
な
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は

基
金
の
掛
金
を
納
付
し
て
い
た
と
し
て
も
、

年
金
ま
た
は
遺
族
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

●トマトに含まれているカリウムは高血圧の予防に効果的です。
●また脂肪の代謝を助ける、ビタミンＢ６も含まれています。
●トマトにはリコピンとルチンという抗酸化物質が含まれています。
●抗酸化物質は熱にも強いので、どんな料理方法でも失われません。
●細胞を潰すジュースやソースは栄養が吸収しやすくなっています。

・トマトと豚のネギダレ和え
・トマトと卵の炒め物
・イワシのカレー風味マリネ

● トマト中　2個
● 新玉ねぎ小　2個
● 水煮大豆　100g
● 青ネギ　1本

● 塩こうじ　小さじ2・1/2
● コチュジャン　小さじ1
● ごま油　小さじ1
● 白ごま　小さじ1
● おろしにんにく　小さじ1

［エネルギー］105kcal  ［タンパク質］5.8g
［脂質］4.0g  ［食物繊維］3.7g  ［食塩］1.1g

国
民
年
金
基
金
は
な
ぜ
必
要
？

国
民
年
金
基
金
を

　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か
？

ご
ま
油

加
入
で
き
る
人
は

国
民
年
金
基
金
の
5
つ
の
メ
リ
ッ
ト

国
民
年
金
本
体
の
保
険
料
納
付
も

お
忘
れ
な
く
！

夏には夏に収穫する
野菜を食べる事が、
一番体にいいんですよ♪

ごま

トマトは細めの
くし切りに、
新玉ねぎは薄切りに
して水にはなち、
軽く絞って水気を
切っておく。

Ａの調味料を
良く混ぜ合わ
せておく。

水煮大豆と漓を
滷でよく和えて、
味をなじませてから
器に盛り付ける。

刻んだ青ネギを
上から散らす。

A

水

漓

滷

塩こうじ

コチュジャン

国

民

年

金

か

ら

の

お

知

ら

せ

年
金
相
談
を
開
設
し
ま
す

　
香
川
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、
国
民
年

金
基
金
に
つ
い
て
の
年
金
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
７
月
23
日
（
月
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
　
ま
ん
の
う
町
役
場
本
庁
３
階

　
第
１
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
香
川
県
国
民
年
金
基
金

　
蕁
０
１
２
０
（
6
5
）
４
１
９
２

・
福
祉
保
険
課

　
蕁
（
7
3
）
０
１
２
４

第
85
回
全
国
安
全
週
間

「
ル
ー
ル
を
守
る
安
全
職
場

　
　
　
み
ん
な
で
目
指
す
ゼ
ロ
災
害
」

香
川
労
働
局

（
７
月
１
日
〜
７
日
）
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い
き
い
き
健
康
応
援
講
座
　
　
・
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
通
信

　
今
月
は
日
本
人
の
３
人
に
１
人

は
指
摘
さ
れ
る
と
い
う
高
血
圧
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

A 

高
血
圧
の
症
状
は
、
頭
痛
・
め
ま
い
・
耳
鳴
り
・

気
分
不
良
な
ど
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
自
覚
症

状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
症
状
が
な
い
こ
と
が
、
『
こ

の
ま
ま
で
い
い
か
…
』
と
考
え
て
し
ま
う
原
因
で
も
あ

り
ま
す
。
高
血
圧
は
『
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
（
沈
黙
の

殺
し
屋
）
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
放
置
し
て
お
く
と

重
大
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り

ま
す
。

A 

高
血
圧
は
、
高
血
圧
性
心
肥
大
、
う
っ
血
性
心
不

全
と
い
っ
た
心
臓
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
血
管
障
害
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心

症
、
脳
卒
中
や
、
腎
機
能
の
悪
化
な
ど
様
々
な
臓
器
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
最
近
で
は
高
血
圧
が
認
知
症

の
原
因
の
一
つ
と
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

A 

正
常
血
圧
は
高
齢
の
方
は
一
般
に
診
察
室
で
は

1
4
0
／
9
0
で
、
自
宅
血
圧
で
は
1
3
5
／
8
5
を

目
標
と
し
ま
す
。
た
だ
若
年
・
中
年
の
方
や
、
心
筋
梗

塞
、
糖
尿
病
が
あ
る
方
、
慢
性
腎
臓
病
が
あ
る
方
は
も

う
少
し
基
準
が
厳
し
く
、
診
察
室
で
も
１
３
０
／
8
0

程
度
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
一
番
理
想
的
な
血
圧
の
測
定
の
方
法
は

①
朝
起
き
た
ら

②
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後

③
ご
飯
・
薬
の
前
に

④
座
っ
て
１
、
２
分
落
ち
着
い
て
か
ら

　
測
定
し
ま
す
。

　
市
販
で
は
手
首
に
巻
く
血
圧
計
・
腕
で
測
る
血
圧
計

が
あ
り
ま
す
ね
。
基
本
的
に
は
腕
で
測
る
血
圧
計
の
ほ

う
が
正
確
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
手
首
は
動
脈
の
近
く

に
腱
が
あ
る
た
め
圧
迫
が
う
ま
く
で
き
ず
、
血
圧
が
高

め
に
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
朝
は
お
薬
の
作
用
が
一
番
切
れ
て
い
る
時
間
で
あ

り
、
一
日
通
し
て
の
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
安
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
朝
睡
眠
か
ら
目
覚
め
る
と
、
交
感
神

経
（
自
律
神
経
の
一
つ
）
が
活
発
に
な
り
血
圧
や
脈
拍

数
が
増
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
朝
の
血
液
は
粘
く
固
ま
り

や
す
い
血
液
で
す
か
ら
、
朝
６
時
か
ら
９
時
に
か
け
て

が
最
も
脳
卒
中
や
心
臓
病
が
起
こ
り
や
す
い
時
間
と
な

り
ま
す
。
脳
卒
中
や
心
臓
病
を
防
ぐ
た
め
に
は
朝
の
血

圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
血
圧
が
今
日
は
高
い
！
と
と
て
も
心
配
さ
れ
る
方
も

よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
基
本
的
に
血
圧
は
変
動
し

ま
す
。
ま
ず
一
旦
休
憩
し
て
、
15
分
ほ
ど
開
け
て
も
う

一
度
測
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
吐
き
気
や
頭
痛
が

強
い
と
き
は
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
１
回
１
回
の
血

圧
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
１
か
月
、
数
か
月

の
単
位
で
血
圧
を
良
好
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

内
科
診
療
所
医
師
　
竹
内
　
桂
子

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

■
料
金
プ
ラ
ン

・
使
い
放
題
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
（
月
額
１
、
０
０
０
円
）

好
き
な
時
間
に
好
き
な
だ
け
ご
利
用
頂
け

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
よ
う
な
内
容
で

す
。
体
組
成
を
測
定
し
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
回
数
券
コ
ー
ス
　
　
（
１
回
２
０
０
円
）

回
数
券
（
５
枚
綴
り
１
０
０
０
円
）
を
各

会
場
で
購
入
し
て
使
用
し
ま
す
。
器
具
使

用
の
み
で
、
体
組
成
の
測
定
な
ど
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
実
施
場
所
　

・
満
濃
会
場
　
満
濃
農
改
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

・
仲
南
会
場
　
仲
南
支
所
２
Ｆ

■
対
象
者
　
運
動
が
可
能
な
方

　
（
基
本
的
に
18
才
以
上
で
す
）

■
設
置
器
具
　

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
　
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

　
筋
ト
レ
マ
シ
ン
な
ど

■
利
用
時
間
　

・
満
濃
会
場
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
ま
で

　
（
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

　
定
休
日
　
火
曜
・
土
曜
・
祝
日

・
仲
南
会
場
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
定
休
日
　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

※
初
め
て
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
火
曜
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
増
進
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
２
6
　

　　
私
た
ち
と
一
緒
に
運
動
を
始
め
ま
せ
ん

か
？
？
今
回
は
、
参
加
者
の
声
を
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

★
筋
肉
増
強
の
目
的
達
成
！

　
満
濃
地
区
　
Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
（
38
歳
男
性
）

Ｑ
　
入
会
の
き
っ
か
け
は
？

Ａ
　
筋
肉
の
増
強
で
す
。

Ｑ
　
継
続
期
間
は
？

Ａ
　
約
２
年
で
す
。

Ｑ
　
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
　
上
半
身
の
筋
肉
が
増
え
て
嬉
し
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。

Ｑ
　
他
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
　
Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
シ
ス
テ
ム
は
、
筋
肉
量

の
変
化
が
一
目
で
わ
か
る
の
で
、
励
み
に

な
り
ま
す
。

Ｑ
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
か
ら

参
加
す
る
方
に
一
言
。

Ａ
　
月
に
２
〜
３
回
し
か
参
加
で
き
ま
せ
ん

が
効
果
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
ど
う
で
す

か
？

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
会
員
の
声
　

●
高
血
圧
の
症
状
は
？

Q

●
正
し
い
は
か
り
方
は
？
血
圧
計
の
違
い
は
？

Q●
朝
の
血
圧
が
大
切
な
わ
け
は
？

Q

●
高
血
圧
に
な
る
と
何
が
悪
い
の
？

Q●
結
局
い
く
つ
以
下
だ
っ
た
ら
い
い
の
？

Q
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
　
・
日
本
発
見
・
再
発
見

76

　
今
回
は
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
ベ
ン
・
ジ
ャ

ッ
ク
・
パ
ー
さ
ん
に
農
業
体
験
の
感
想
を

聞
き
ま
し
た
。

親
し
み
に
あ
ふ
れ
る

　
　
　
初
め
て
の
農
業
体
験

　
今
回
の
農
業
体
験
は
初
め
て
づ
く
し
で

し
た
。
農
家
の
仕
事
は
初
め
て
で
し
た

し
、
日
本
の
家
庭
で
ご
馳
走
に
な
る
の
も

初
め
て
で
し
た
。
日
本
に
住
む
英
語
教
師

に
と
っ
て
、
農
家
体
験
は
な
か
な
か
無
い

機
会
で
す
。
外
で
汗
を
流
す
作
業
は
普
段

の
生
活
で
は
す
る
機
会
が
な
い
の
で
、
大

変
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。
言
葉
が
通

じ
な
く
て
も
、
作
業
を
一
緒
に
す
る
事
で

心
が
通
じ
合
っ
た
交
流
で
し
た
。

　
日
本
に
い
る
間
に
多
面
的
に
日
本
と
香

川
を
体
験
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
日
本
語

が
あ
ま
り
し
ゃ
べ
れ
な
い
の
で
、
実
現
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
農
業
体
験
を
通
じ

て
、
言
葉
を
介
さ
ず
日
本
の
文
化
や
実
状

を
知
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

自
然
に
根
付
く
人
間
関
係

　
今
回
指
導
し
て
く
れ
た

大
平
農
園
（
新
目
）
の
大

平
浩
史
さ
ん
。

　
今
回
は
外
国
人
５
名
の

方
に
菊
の
栽
培
の
体
験
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
月
か
ら
行
っ
て

い
る
農
業
体
験
で
は
、
日
本
に
い
る
外
国

人
が
普
段
経
験
で
き
な
い
民
家
の
様
子
や

農
業
の
体
験
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
外
国
と
は
直
接
関
わ
り
の
無
い
日
本
人

が
外
国
人
と
気
楽
に
交
流
す
る
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
体
験
で
は
、
朝
か
ら
一
緒
に
作
業

を
し
て
、
昼
も
晩
も
一
緒
に
食
事
を
し
ま

す
。
お
互
い
片
言
の
英
語
と
日
本
語
で

も
、
笑
い
な
が
ら
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

る
と
自
然
に
親
し
み
が
生
ま
れ
て
き
ま

す
。
県
内
に
住
む
外
国
の
方
だ
け
で
な

く
、
観
光
客
の
方
に
も
体
験
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
ま
ん
の
う
町
民
の
方
々
に
さ
ら
に

様
々
な
国
の
人
と
の
交
流
が
可
能
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
一
緒
に
植
え
た
苗
が
根
付
く
様
に
、
こ

の
事
業
を
通
し
て
地
域
の
方
と
外
国
の
方

と
の
友
情
が
根
付
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

言葉の壁を越える
農業交流

第4回

　
四
条
祓
川
橋
西
詰
を
南
東
へ
一
〇
〇
㍍

ほ
ど
行
く
と
左
手
に
買
田
池
水
源
地
跡
と

書
か
れ
た
石
碑
が
あ
る
。
買
田
池
は
善
通

寺
市
与
北
町
に
あ
り
貯
水
量
五
五
万
九
千

立
方
㍍
の
池
で
あ
る
。
か
ん
が
い
地
は
善

通
寺
市
与
北
町
・
金
蔵
寺
町
・
原
田
町
・

木
徳
町
、
丸
亀
市
郡
家
町
・
原
田
町
・
柞

原
町
で
、
か
ん
が
い
面
積
は
五
五
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
石
碑
は
買
田
池
の

水
源
地
の
一
つ
が
こ
の
場
所
に
あ
り
、
水

源
地
の
発
見
と
導
水
に
尽
力
し
た
高
畑
権

兵
衛
を
た
た
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
買
田
池
は
元
禄
の
こ
ろ
（
一
七
〇
〇
年

こ
ろ
）
諏
訪
池
と
い
う
小
さ
な
池
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
何
回
も
決
壊
・
修
復
拡
張
を

く
り
か
え
し
た
。
一
六
一
二
年
（
慶
長
十

二
年
）
旧
東
西
木
徳
村
・
郡
家
村
・
柞
原

村
・
原
田
村
・
金
蔵
寺
村
・
与
北
村
の
七

か
村
が
相
談
し
、
田
地
を
買
い
と
り
池
を

拡
張
し
買
田
池
と
命
名
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
こ
ろ
の
与
北
村
の
庄
屋
は
高

畑
権
兵
衛
（
一
六
六
五
〜
一
七
三
九
）
と

い
う
人
で
大
庄
屋
を
兼
ね
て
い
た
。
与
北

村
ほ
か
六
か
村
の
人
々
と
話
し
合
い
承

水
・
引
水
の
方
法
を
考
え
、
大
き
な
功
績

を
残
し
た
。
買
田
池
を
満
水
に
す
る
に

は
、
如
意
山
の
斜
面
に
降
る
雨
水
を
た
く

わ
え
る
だ
け
で
は
水
が
不
足
す
る
の
で
他

に
水
源
を
求
め
た
。
西
の
金
倉
川
、
東
の

土
器
川
の
水
を
承
水
源
と
し
て
買
田
池
に

入
れ
る
こ
と
に
苦
心
し
た
。
買
田
池
の
南

方
に
水
源
は
な
い
か
と
さ
が
し
歩
き
、
や

っ
と
水
源
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

土
器
川
の
右
岸
（
現
・
老
人
ホ
ー
ム
満
濃

荘
付
近
）
で
水
が
湧
き
出
て
い
る
の
を
見

つ
け
た
。
夫
婦
出
水
で
あ
る
。
こ
の
出
水

の
水
を
土
器
川
へ
引
き
、
現
在
地
の
所
に

土
器
川
を
横
断
す
る
堰
を
つ
く
り
左
岸
へ

導
水
し
、
生
稲
の
出
水
と
合
流
し
て
、
満

濃
川
用
水
路
に
流
し
、
買
田
池
へ
入
れ
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
土
木
技
術
の
発
達
し

て
い
な
い
こ
ろ
の
こ
と
で
、
土
器
川
を
横

断
す
る
堰
を
作
る
の
に
土
の
う
や
古
畳
を

重
ね
て
、
五
〇
〇
人
ほ
ど
で
一
日
で
作
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
高
畑
権
兵
衛
の
涙
ぐ

ま
し
い
努
力
が
そ
の
後

の
農
業
の
発
展
に
ど
れ

ほ
ど
貢
献
し
た
か
は
か

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

る
。

（
文
責
　
吉
野

　
　
　
齋
部
　
和
壽
）

買
田
池
水
源
地
跡
の
石
碑

買
田
池
水
源
地
跡
の
石
碑

は
ら
い
か
わげ

ん
ろ
く

け
い
ち
ょ
う

め
お
と
　
で
　

す
い

せ
き

い
く
い
な

く

ば
ら

言葉が分からなくても見まねで作業

買田池水源地跡石碑

買田池
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人
権
コ
ラ
ム
　
　
／ 

長
尾
会
館
だ
よ
り
　
　
／ 

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

65
あなたと人権シリーズ（25）

「
聞
き
合
わ
せ
」

　
「
問
い
合
わ
せ
」
（
「
聞
き
合
わ

せ
」
）
と
呼
ば
れ
る
習
慣
が
県
内
に
あ

り
ま
す
。
結
婚
な
ど
で
相
手
の
事
情
を

調
べ
る
こ
と
で
す
。
現
代
の
結
婚
は
当

事
者
の
同
意
の
み
に
よ
っ
て
成
立
す
る

（
憲
法
第
24
条
）
も
の
で
す
か
ら
、
出

自
に
よ
っ
て
反
対
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
「
香
川
県
部
落
差
別
事
象
の
発
生
の

防
止
に
関
す
る
条
例
」
で
は
、
県
民
及

び
県
内
事
業
者
は
結
婚
と
採
用
に
当
た

っ
て
①
地
区
出
身
者
か
ど
う
か
の
身
元

調
査
を
し
な
い
②
探
偵
社
や
興
信
所
等

に
調
査
を
依
頼
し
な
い
③
探
偵
社
や
興

信
所
等
は
身
元
調
査
を
引
き
受
け
な
い

④
情
報
提
供
な
ど
に
協
力
し
な
い
⑤
そ

の
他
部
落
差
別
に
つ
な
が
る
行
為
を
し

な
い
、
と
定
め
て
い
ま
す
。
県
の
勧
告

に
従
わ
な
い
悪
質
な
違
反
社
は
知
事
が

社
名
を
公
表
し
ま
す
。

　
探
偵
社
や
興
信
所
も
差
別
的
な
情
報

収
集
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
探
偵
業

法
）
。

　
　
　
　
　
　
（
香
川
人
権
研
究
所
）

開催日時
7月10日（火）・19日（木）9:30～13:00

場　　所
まんのう町立長尾会館生活改善室
（まんのう町長尾1582番地）

内　　容
講師指導のもと「ウインナーロール」
と「とうふサラダ」を作ります。

参　加　費
1,000円（当日集金します）
※昼食代・材料費・受講料込み。
当日は、ハンドタオル・エプロン
をご持参ください。

申し込み
１回の定員は先着８名です。7月2日
（月）～7月6日（金）までに長尾会館
まで電話又はＦＡＸにてお申し込み
ください。
蕁79-2021　FAX56-9068

買
田
池
水
源
地
跡
の
石
碑

　
私
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き

で
す
。
そ
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
か
ら
大

切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
姉
に
つ
い
て
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

二
年
生
の
時
に
人
数
の
関
係
で
チ
ー

ム
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
四

年
生
の
時
に
は
他
の
学
校
の
チ
ー
ム

に
入
団
さ
せ
て
も
ら
い
練
習
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
入
団
す

る
と
決
め
た
の
で
す
が
、
周
り
は
全

く
知
ら
な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
し

た
。
最
初
の
練
習
の
日
、
サ
ー
ブ
練

習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
練
習
の
方
法

が
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
か
に
声
を

か
け
て
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
つ
ら

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

時
、
「
い
っ
し
ょ
に
打
と
う
。
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
た
子
が
い
ま
し

た
。
同
じ
四
年
生
の
女
の
子
で
す
。

私
は
、
そ
の
言
葉
が
う
れ
し
く
、
今

ま
で
の
不
安
が
い
っ
ぺ
ん
に
な
く
な

っ
た
こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え

て
い
ま
す
。
気
が
つ
け
ば
、
上
級
生

か
ら
も
声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、
い
つ
の
間
に
か
み
ん
な
と
楽

し
く
サ
ー
ブ
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
私
は
試
合
で
泣
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
試
合
で
大
切
な

セ
ッ
タ
ー
を
任
さ
れ
た
の
で
す
が
、

う
ま
く
い
か
ず
に
失
敗
ば
か
り
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な

時
、
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
や
で
。
」
と

言
っ
て
く
れ
た
子
、
何
も
言
わ
ず
に

肩
を
た
た
い
て
く
れ
た
子
、
今
ま
で

サ
ー
ブ
を
ミ
ス
し
て
い
た
の
に
ど
ん

ど
ん
決
め
て
く
れ
た
子
な
ど
、
チ
ー

ム
の
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で

は
げ
ま
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
知
ら

な
い
人
た
ち
の
中
で
不
安
だ
ら
け
だ

っ
た
私
は
、
気
が
つ
く
と
み
ん
な
の

や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
四
年
生
か
ら
の
二
年
間
の
思
い
出

は
、
私
の
宝
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
私

は
あ
の
と
き
に
も
ら
っ
た
や
さ
し
さ

を
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
た
ち
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
接
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

高
篠
小
学
校
　
六
年

鎌
田
　
涼
葉
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らによる就職相談
▼問い合わせ先

子育て支援課
蕁087-832-3288
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第30回ちびっこ冒険学校
［実施日］7月28日（土）～7月29日
（日）1泊2日［場所］浦山川（愛媛
県土居町）［参加資格］小学3年生
以上、中学2年生以下の子ども［募
集人数］20人※申し込み順［参加
費］6,000円※食費、交通費、保険
料を含む［その他］7月20日（金）
午後7時30分から善通寺市民会館

（善通寺市文京町3-3-1）で説明会が

開催されます。説明会後参加費を集

金します。

▼申し込み先・問い合わせ先
同実行委員会・善通寺山の会
佐藤孝雄
蕁0877-22-0036
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成24年度実習船「香川丸」
体験乗船
1．学校開放講座（一般成人者対象

の体験乗船）［日時］ 7月 2 9日
（日）午前8時45分～正午［募集人
数］25名
2．小学生体験乗船（小学生と保護

者対象）［日時］7月29日（日）午
後12時30分～3時30分［募集人数］
25組（小学3年生以上の児童1名と保

護者1名を1組）

［集合場所］多度津町東港岸壁（常
石造船多度津工場前）［応募方法］
7月13日（金）までに氏名、性別、

生年月日、年齢（小学生の場合は学

年）、住所、電話番号、学校開放講

座か小学生体験乗船かを記入の上、

郵送またはFAXで※応募者多数の

場合は先着順［その他］教材費と傷
害保険料として一人あたり300円当

日徴収、天気や機材の都合により変

更または中止する場合あり

▼申し込み先・問い合わせ先
〒764-0011
多度津町栄町1-1-82
香川県立多度津高等学校
「体験乗船」係
蕁0877-33-2131（中野、岡田）
FAX0877-33-2132
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ボランティア活動入門
一日セミナー

～輝くシニアライフは、地域で始め

るボランティア活動から～

［日時］7月27日（金）善通寺会
場、8月24日（金）丸亀会場、それ

ぞれ午前10時20分～午後3時30分

［参加費］一人500円（ランチ付）
［その他］先着順、詳しくは、HP
「ぼちぼちクラブ香川」で検索

▼申し込み先・問い合わせ先
（公財）香川県老人クラブ連合会
蕁087-832-7833

パソコン講習（表計算入門）
［日時］7月30日（月）～8月2日
（木）の午後6時～9時［内容］
Windowsの基本操作、Excelの基本

操作、表の作成・印刷、数式の入

力、グラフの作成等を学習します

［場所］香川県立高等技術学校丸亀
校（丸亀市港町307番地）［対象
者］在職者［募集人数］15名［受講
料］3,000円※別途テキスト代とし
て2,100円が必要［受付期間］7月23
日（月）まで

▼申し込み先・問い合わせ先
香川県立高等技術学校丸亀校
キャリアアップ担当
蕁0877-22-2633
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

放送大学10月入学生
　放送大学はテレビなどの放送によ

り授業を行う通信制の大学です。働

きながら学んで大学を卒業したい、

学びを楽しみたいなど、様々な目的

で、幅広い世代の方が学んでいます。

［出願期間］8月31日（金）まで
［募集学生の種類］【教養学部】科
目履修生（6ヶ月在学し、希望する

科目を履修）、選科履修生（1年間

在学し、希望する科目を履修）、全

科履修生（4年以上在学し、卒業を

目指す）【大学院】修士科目生（6

ヶ月在学し、希望する科目を履

修）、修士選科生（1年間在学し、

希望する科目を履修）

▼問い合わせ先
放送大学香川学習センター
〒761-0016　高松市幸町１－１
※資料を無料進呈中
蕁087-837-9877
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成24年度自衛官採用試験案内

漓航空学生（海・空自衛隊のパイロ

ット）［応募資格］高卒（見込含
む）21歳未満の者［受付期間］8月1
日（水）～9月7日（金）［一次試
験］9月22日（土）
滷一般曹候補生（2年9ヶ月以降、曹

に昇任）［応募資格］18歳以上27歳
未満の者［受付期間］8月1日（水）
～9月7日（金）［一次試験］9月17
日（月）

澆自衛官候補生［応募資格］18歳以
上27歳未満の者［受付期間］男女と
も8月1日（水）～9月7日（金）［採
用試験］男子は受付時にお知らせし
ます。女子は9月23日～26日いずれ

か1日

▼問い合わせ先
自衛隊善通寺地域事務所
善通寺市南町3丁目1-1
蕁0877-63-2363

募　　　集

小山　重佳

山本　　繁

上村キミヱ

大西　英一

近藤　雪子

西内　英香

藤川フサノ

横井　正行

四宮　春美

大林カヅ子

西岡　美雪

河邉　愛子

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

岩倉　三佳

宮武　未奈

大山　瑛蓮

白川　嵩大

田代　璃音

鈴木　凰介

敬
称
略 

／ 

5
月
届
け
出
分

いわくら み　か

みやたけ み　な

おおやま え れん

しらかわ たかひろ

た しろ り おん

すず おうすけき

かわなべ あい こ

にしおか み ゆき

おおばやし

しのみや はる み

よこ い まさゆき

ふじかわ

にしうち ひで か

こんどう ゆき こ

おおにし えいいち

うえむら

やまもと しげる

お やま しげよし

生年月日 保護者名 地　区氏　名

敬一

直樹

泰明

敏幸

邦夫

健郎

東高篠

長　尾

吉野下

吉　野

四　條

長　尾

3

5

5

5

5

5

.

.

.

.

.

.

22

2

8

9

12

20

敬
称
略 

／ 

5
月
届
け
出
分

死亡月日 年齢 地　区氏　名

93

93

91

79

74

103

98

89

58

90

93

80

長　尾

長　尾

追　上

吉野下

吉　野

川　東

東高篠

長　尾

佐　文

炭所西

川　東

吉野下

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

1

9

10

11

11

11

12

13

18

21

22

26
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　犯罪や非行を防止し、立ち直りを

助ける保護司の活動への支援や、更

生保護の拠点として、関係機関・団

体及び地域住民との連携の充実強化

を目的とする施設です。

お気軽にお立ち寄りください。

［活動時間］午前9時30分～午後4時
30分（土日祝日は除く）

▼問い合わせ先
まんのう町宮田750-4
（旧仲南北小学校二階）
蕁0877-89-0282（FAX兼用）
仲多度地区保護司会更生保護サポー
トセンター

　先の大戦において、外地等（事変

地の区域又は戦地の区域）に派遣さ

れ、戦時衛生勤務に従事された旧日

本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍

従軍看護婦の方（慰労給付金受給者

は除く）に対して、その御労苦に報

いるため内閣総理大臣名の書状を贈

呈しております。

　御本人または御家族などからの御

連絡をお待ちしております。

▼問い合わせ先

〒100-8926
東京都千代田区霞が関2-1-2
総務省大臣官房総務課管理室
業務担当
蕁03-5253-5182（直通）
FAX03-5253-5190

盧農薬使用基準（適用作物、使用

量・希釈倍数、使用時期、使用回

数）を守りましょう。

盪住宅地周辺では農薬の飛散防止対

策を立てるとともに、周辺住民の

方に配慮しましょう。

蘯農薬の飛散を減らすため、散布時

の基本的事項を励行しましょう。

盻農薬を販売するときには、登録の

ある農薬を扱うとともに、購入者

が適正に使用するよう正しく説明

しましょう。

　自動車は現代生活に欠かせない交

通手段である一方、交通事故の発生

状況は依然として厳しい状況であり、

排気ガス、騒音等による環境の悪化

が深刻な社会問題となっているなか

で、道路交通の安全や秩序を乱す不

正改造車の排除が求められています。

　国土交通省では、不正改造車を排

除し車両の安全確保及び環境保全を

図るため、関係省庁、自動車関係団

体等と協力して不正改造車を排除す

るための諸活動をしております。

　皆様もぜひ、この機会に不正改造

の防止についての理解を深めていた

だき、その排除にご協力ください。

▼問い合わせ先

「不正改造110番」
蕁087-882-1355
〒761-8023
高松市鬼無町佐藤20-1
国土交通省四国運輸局香川運輸支局
（検査・整備・保安部門）

町指定有形文化財の一般公開
［展示物］蓮如筆執持鈔文双幅、阿
弥陀如来絵像一幅［日時］7月11日
（水）午前10時～午後4時［場所］
円徳寺（まんのう町七箇2781番地）

▼問い合わせ先
円徳寺
蕁0877-77-2217
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

満濃池森林公園
夏のネイチャーゲーム（無料）
［日時］7月15日（日）午後1時～3
時［集合場所］満濃池森林公園森林
の館［内容］活発に活動する生き物
たちといっしょに自然の息吹を感じ

るネイチャーゲームをします。
▼申し込み先・問い合わせ先

満濃池森林公園　公園事務所
蕁0877-78-3364
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

保育所就職相談会
［日時］ 7月2 6日（木）・27日
（金）午後1時～5時（受付4時ま

で）［場所］26日：観音寺市立中央
図書館多目的ホール（観音寺市坂本

町）、27日：県立文書館視聴覚ホー

ル（高松市林町）※車は、東隣の第

3駐車場をご利用ください［対象
者］保育士または看護師の資格を持
ち、保育所への就職を考えている方

［内容］保育所（園）の採用担当者

更生保護サポートセンター
が開設されました

内閣総理大臣名の書状を贈呈し
ます（平成25年3月31日まで）

農薬は正しく使いましょう！

不正改造車を排除する運動

催　　し　　物

公文の交差点丸亀↑

ファミリー●
　　マート ●JA夢ハウス

秋山金襴●

ヒカル●
写真館 ●ローソン

●ネットカフェ
　（T3）



162012 .7

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

かりんっ子パスポート 平成24年度　満濃大学開講式

琴南地区戦没者追悼式 第29回まんのうウォークラリー大会

　
４
月
19
日
、
満
濃
大
学
開
講
式
が
満

濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
綾
子
踊
保
存
会
会
長
の

尾
阡
石
根
氏
、
技
術
保
持
者
の
佐
武
信

義
氏
を
招
き
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
綾
子
踊
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
佐
武
信
義
氏
は
、
「
綾
子
踊
は
ま
ん

の
う
町
が
世
界
に
誇
れ
る
文
化
財
で
あ

り
、
こ
の
文
化
財
を
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
　
こ
の
ほ
か
、
健
康
体
操
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
自
分
で
簡
単
に
で
き
る
体
操

の
仕
方
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
４
月
30
日
、
子
ど
も
た
ち
に
異
文
化

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
吉
野
公

民
館
で
か
り
ん
っ
子
パ
ス
ポ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
約
30
人
の
子
ど
も
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
行
わ
れ

る
、
イ
エ
ス
の
復
活
を
祝
う
祭
り
（
イ

ー
ス
タ
ー
）
を
体
験
し
よ
う
と
、
イ
ー

ス
タ
ー
に
ま
つ
わ
る
食
べ
物
で
あ
る
レ

ー
ズ
ン
パ
ン
作
り
や
、
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト

と
は
卵
を
隠
し
て
子
ど
も
に
探
さ
せ
る

ゲ
ー
ム
で
、
子
ど
も
た
ち
は
卵
に
思
い

思
い
の
絵
や
名
前
を
書
い
て
彩
色
を
行

っ
た
後
、
先
を
争
っ
て
隠
さ
れ
た
卵
を

探
し
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
13
日
、
高
篠
小
学
校
を
起
点

に
、
第
29
回
ま
ん
の
う
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
２
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
体
力
だ
け
で
な

く
、
問
題
を
解
く
知
力
や
、
決
め
ら
れ

た
時
間
に
よ
り
近
く
ゴ
ー
ル
で
き
る
運

も
必
要
な
野
外
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
富
熊
神
社
（
公
文
）
の

上
に
あ
る
塔
に
祭
ら
れ
て
い
る
、
木
食

上
人
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
上
人
に
関
す
る
問
題
の
ほ
か
、

け
ん
玉
や
わ
り
ば
し
を
使
っ
た
ダ
ー
ツ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、
参
加
者
は

地
域
の
歴
史
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
22
日
、
琴
南
地
区
戦
没
者
追
悼

式
が
、
琴
南
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
追
悼
式
は
拝
礼
、
黙
祷
よ
り
始
ま

り
、
出
席
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
厳
粛
の
う
ち
に
式
典
は
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
式
辞
の
中
で
、
町
長
は
、
「
大
戦
か

ら
学
び
と
っ
た
平
和
の
大
切
さ
、
戦
争

の
悲
惨
さ
を
語
り
継
ぐ
こ
と
、
ま
ん
の

う
町
を
明
る
く
住
み
よ
い
平
和
な
町
に

し
て
い
く
こ
と
が
、
英
霊
に
報
い
る
こ

と
に
な
る
」
と
述
べ
、
恒
久
平
和
を
祈

念
し
て
い
ま
し
た
。

　　
　
E
ve
nt
 S
ch

ed
ule in July

講演する佐武信義氏エッグハント用の卵を作製する児童ら

木食上人の入定塔の案内板を読む参加者献花を行う参加者
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行
事
予
定 

／ 

休
日
当
番
医
　
　
／ 

町
内
の
110
番
119
番
　  

／ 

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

（19:00～翌朝8:00）

　　　
　
E
ve
nt
 S
ch

ed
ule in July

7

26日木

5日木

20日金

12日木

12日木

13日金

26日木
19日木

5日木

12日木

1日日

8日日

15日日

16日祝

22日日

29日日

小国医院

岩佐病院

おおにし病院

大浦内科消化器科医院

永生病院

山本ヒフ泌尿器科医院

大山内科医院

川口医院

池田内科医院

75-2317

73-3535

75-5101

75-1600

73-3300

75-3112

79-3311

79-0711

73-2366

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

1月からの累計5月中区　　分

※かっこ内の数字は昨年同期の件数

神野公民館
グラウンド
（参加：65人）

【優　勝】
　大西　佳子（岸　上）
【準優勝】
　石原マサ子（吉野下）
【第3位】
　大場　隆子（真　野）

27
5

日

月

日

12日木

19日木

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

［要予約／まんのう町商工会蕁73-3711］

17日火

18日水

25日水

（日・祝のみ）7日土

5日木 13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

10:00～15:00

10:00～15:00

13:00～16:00

9:30～11:30

13:30～16:30

9:00～12:00

10:00～11:30

9:00～12:00

9:30～12:30

13:00～14:00

13:00～14:00

10:00～11:00

10:00～11:00

10:00～11:00

10:00～11:00

まんのう町商工会館

役場本庁

琴南総合センター

仲南支所

役場本庁

役場本庁

仲南支所

琴南農改センター

仲南支所

役場本庁

かりん健康センター

琴平ゆうあいの家

エピアみかど

役場本庁

かりん健康センター

満濃農改センター

かりん健康センター

かりん健康センター

満濃農改センター

勤労青少年ホーム

満濃農改センター

満濃農改センター

217（190）

68（ 73）

0（ 3）

13（ 3）

415（460）

33（ 43）

18（ 14）

0（ 1）

3（ 0）

77（101）

（件）

（件）

（件）

（件）

（件）

26日木

2日月［要予約／健康増進課蕁73-0126］

糖尿病予防／
要予約／健康増進課蕁73-0126

11日水

20日金

5日木

　　
　
E
ve
nt
 S
ch

ed
ule in July
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7月号の主な内容

●
発
行
／
〒
766-0022

　
　
　
　
香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
吉
野
下
430番

地
　
　
　
　
ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課
　
☎
0877（

73）0106
●
平
成
24年

7月
1日
発
行

「
朝
だ
い
じ

　
ぜ
っ
た
い
食
べ
な
き
ゃ

　
　
　
　
　
元
気
で
な
い
」

「
赤
・
黄
・
緑

　
　
野
菜
を
食
べ
て

　
　
　
　
　
　
１
日
笑
顔
」

仲
南
小
学
校
　
6
年
　
桝
井
　
康
希

仲
南
小
学
校
　
6
年
　
堀
家
　
未
帆

「一 二」

四条小学校 3年

氏家 瑛美

※所属名と学年は、応募時のもの

※この広報誌は、環境にやさしい「植物性インキ」
　を使用し印刷しています。

「草むらの中をはしるライオン」

四条小学校 2年

鶴岡 竜也

琴
南
小
学
校
　
6
年
　
高
木
　
伶
菜

　
五
月
二
十
日
に
、
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
力
い
っ
ぱ
い
　
元
気
い
っ
ぱ
い
　
心
を
ひ
と

つ
に
輝
こ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
赤
、
青
、
黄

組
に
別
れ
て
対
抗
種
目
を
し
た
り
、
家
族
や
中

学
生
と
競
技
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
は
保
育
所
と
の
合
同
だ
っ
た
の
で
、

か
わ
い
い
演
技
も
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
赤
組
は
、
全
て
の
対
抗
種
目
で
一
位

に
な
り
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
る
色
リ
ー
ダ
ー
の
姿
を
見

た
と
き
に
は
、
力
を
合
わ
せ
、
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
練
習
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
、
が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
生
活
最
後
の
運
動
会
を
い
い
思
い
出

に
し
よ
う
と
、
六
年
生
は
係
分
担
や
練
習
に
は

げ
み
ま
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
く
て
な
や
ん
だ

こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
経
験
を
生
か

し
、
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
輝
い
て
い
け
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

琴
南
小
学
校
　
6
年
　
三
好
絵
梨
奈

　
四
月
二
十
七
〜
二
十
八
日
に
、
大
阪
府
、
京

都
府
、
奈
良
県
、
兵
庫
県
へ
修
学
旅
行
に
行
き

ま
し
た
。
そ
し
て
大
阪
城
や
法
隆
寺
、
清
水
寺

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
私
が
心
に
残
っ
た
の
は
、
東
大
寺
と
金
閣
で

す
。

　
東
大
寺
で
は
、
大
仏
様
は
見
上
げ
る
ほ
ど
の

大
き
さ
だ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
大

仏
様
の
鼻
の
穴
と
同
じ
大
き
さ
の
柱
の
穴
も
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
通
り
ぬ
け
ま
し
た
。

　
金
閣
は
、
太
陽
に
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
ま
ぶ
し

か
っ
た
で
す
。
屋
根
に
あ
る
鳳
凰
は
、
龍
、

鶏
、
孔
雀
、
蛇
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。
鏡
湖
池
に
映
っ
た
姿
は
対
称

的
で
美
し
か
っ
た
で
す
。

　
一
泊
二
日
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
生
活
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、
実
際
に
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出
発
前
に
も
調
べ

学
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
修
学

旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
に

も
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

琴南小学校 6年

高木 伶菜

琴南小学校 6年

三好 絵梨奈

思
い
出
に
残
っ
た
運
動
会

待
ち
に
待
っ
た
修
学
旅
行




